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宗教学研究室紀要 (京都大学文学研究科宗教学専修編)  2007年8月31日

＊＊＊＊  編集後記  ＊＊＊＊ 
「宗教学研究室紀要」第 4 号を発刊する運びとなりました。本
年度は、2006 年 9 月、東北大学で開催された日本宗教学会第 65
回学術大会において企画されたパネル「他性と媒介―京都学派とフ
ランス哲学―」の発表を掲載いたしました。このような野心的な試
みを発表する場を提供するお手伝いができたことをうれしく思い
ます。 
編集者の不手際により、執筆者の方々にお手数をおかけしたこと
をお詫びし、またご寄稿をいただきましたことに感謝いたしたく思
います。 ( 山内誠記 ) 
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